
令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 現代の国語【国語】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 新編現代の国語（東京書籍） 

 

学習目標 作品内容を読み、作中で問われていることや筆者の主張を読み取ることができる。 

学習内容 単元 概要 

１ 無彩の色 
色について論じた文章を、具体例の役割を押さえながら読み、筆者の価

値観をつかむ。 

２ 
気になるニュースについて話そう 

メディアとの付き合い方 

情報を伝えたり受け取ったりする際にどのようなことに気を付けなければ

ならないか考える。 

３ りんごのほっぺ 
朗読劇を行う「私」の心情を読み取る。 

題名の意味を考える。 

４ 真の自立とは 
「自立」の在り方について考察する文章を読み、自分の考えを持ち、視野

を広げる。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 国語表現α【国語】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 国語表現（東京書籍） 

 

学習目標 

実社会において必要となる、他者との多様な関わりの中で伝えあう力の育成を重視しており、表現の特徴や効果

を理解したうえで、自分の考えをまとめたり、適切かつ効果的に表現して他者と伝えあったりする能力を身につけ

ることができる。 

学習内容 単元 概要 

１ 
表現とは何か 

分かりやすく表現しよう 

・・『「対話」していますか？』をよんで、「会話」と「対話」のちがいについて

理解する。 

・国際化が進み価値観が多様化した現代社会では、「社交性」と「対

話」が求められることを理解する。 

２ 
身体で表現しよう 

問いを考えよう 

・インプロとは何かを理解する。 

・『インプロの魅力』を読んで、状況に応じた表現の工夫を学ぶ。 

・電話のかけ方、メールの書き方を理解する。 

３ 「自分」を表現しよう 

・・「リフレーミング」について学び、見方を変えることで別の側面が見えてく

ることを理解する。 

・・「履歴書」や「志望理由書」の書き方について学ぶ。 

・・「面接の準備をする」を読み、面接のマナーを確認する。 

４ 「自分」を表現しよう 

・『人前で表現することが苦手なあなたへ』を読み、面接での効果的な

話し方について学ぶ。 

・「オンライン面接」や「グループワーク」など、多様な面接があることを理

解する。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 文学国語α【国語】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 新編 文学国語（大修館書店） 

 

学習目標 文学的文章を読むときのポイントを押さえ、作品理解を深める。 

学習内容 単元 概要 

１ 
名作を読む（一） 

山月記 

小説としての着想のおもしろさや独特の表現を味わいつつ、登場人物の

性格や心情に着目して近代文学の名作を読み味わう。 

２ 
名作を読む（一） 

山月記 

作品の鑑賞を通して人間心理について考えを深め、主題について自分

の考えをもつ。 

３ 
古典の世界２ 

かぐや姫の昇天 

月やあらぬ 

かぐや姫の心情とその変化を読み取る。 

男が月を見て感じた心情を読み取る。 

４ 

古典の世界３ 

はしたなきもの 

手のわろき人の 

行く河の流れ 

作品に表れている作者の感性、考え方をとらえる。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 論理国語α【国語】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 新編 論理国語（大修館書店） 

 

学習目標 
文章を正確に読み取り、自分の考えをまとめることで、実社会・実生活におけるさまざまな活動の基盤としての、

論理的、批判的に考える力を身につける 

学習内容 単元 概要 

１ 論理と出会う 

・『「論理的な人」とはどういう人か』を読んで、「論理」についての筆者

の考えを読み取る 

・接続表現の働きを理解する 

２ 主張をつかむ 

・『「考える葦」であり続ける』を読んで、主張と根拠の関係について理

解を深める 

・文章の構成や論理の展開に注意しながら、要旨を把握する 

３ 論理的に書く 
・小論文の型を理解する 

・説得力がある文章を書くための方法を確認する 

４ 統計資料を活用する 

・グラフや表からデータを読み取る 

・『量の時代から質の時代へ』を読んで、統計資料と筆者の主張の関係

を捉える 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 歴史総合【地理歴史】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 歴史総合(東京書籍) 

 

学習目標 
世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉えて、現代的な諸課題の形成にかかわる近現代の歴史を

考察し、歴史的に大きな転換期に着目をし、諸資料を適切に活用しながら比較・因果関係を追及するなど社会

的事象の歴史的な見方・考え方を習得すること。 

学習内容 単元 概要 

１ 

第１章 近代化と私たち １節 近代化への問い 

２節 アジアの繁栄と西洋近代の形成 

３節 世界の一体化と多様な近代化 

４節 近代化と現代的な諸課題 

２ 

第２章 国際秩序の変化や大衆化と

私たち 

１節 国際秩序の変化や大衆化への問い 

２節 第一次世界大戦と大衆社会 

３節 経済危機と第二次世界大戦 

４節 国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題 

３ 
第３章 グローバル化と私たち １節 グローバル化への問い 

２節 冷戦と世界経済 

４ 
第３章 グローバル化と私たち ３節 世界秩序の変容と日本 

４節 現代的な諸課題の形成と展望 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 地理探究α【地理歴史】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 新詳 地理探究(帝国書院) 

 

学習目標 
社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立

ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民

としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

学習内容 単元 概要 

１ 
第１部 現代世界の系統地理的考察 第１章 自然環境 

第２章 資源と産業 

２ 
第１部 現代世界の系統地理的考察 第２章 資源と産業 

第３章 交通・通信と観光、貿易 

３ 
第１部 現代世界の系統地理的考察 第４章 人口、村落・都市 

４ 
第１部 現代世界の系統地理的考察 第５章 生活文化、民族・宗教 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 日本史探究α【地理歴史】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 高校日本史（山川出版社） 

 

学習目標 
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立

ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民

としての資質・能力を育成することを目指す。 

学習内容 単元 概要 

１ 
第Ⅰ部 原始・古代 第１章 日本文化のあけぼの 

第２章 古墳とヤマト政権 

２ 
第Ⅰ部 原始・古代 第３章 律令国家の形成 

第４章 貴族政治の展開 

３ 
第Ⅱ部 中世 第５章 院政と武士の進出 

第６章 武家政権の成立 

４ 
第Ⅱ部 中世 第７章 武家社会の成長 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 世界史探究α【地理歴史】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 高校世界史（山川出版社） 

 

学習目標 

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解

するとともに、諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ

うにする。また、世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、

比較、相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、

歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を養う。 

学習内容 単元 概要 

１ 
第Ⅰ部 諸地域の歴史的特質の形

成 

第１章 文明の成立と古代文明の特質 

第２章 中央ユーラシアと東アジア世界 

第３章 南アジア世界と東南アジア世界の展開 

２ 
第Ⅰ部 諸地域の歴史的特質の形

成 

第Ⅱ部 諸地域の交流・再編 

第４章 西アジアと地中海周辺の国家形成 

第５章 イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の形成 

第６章 イスラーム教の伝播と西アジアの動向 

３ 
第Ⅱ部 諸地域の交流・再編 第７章 ヨーロッパ世界の変容と展開 

第８章 東アジア世界の展開とモンゴル帝国 

４ 
第Ⅱ部 諸地域の交流・再編 第９章 大交易・大交流の時代 

第１０章 アジアの諸帝国の繁栄 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 公共【公民】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 公共（東京書籍） 

 

学習目標 
人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通し

て，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形

成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

学習内容 単元 概要 

１ 

第１部 公共のとびら 第１章 青年期を生きる私たち 

第２章 他者とともに生きる人間としてのあり方 

第３章 公共的な空間における倫理 

第４章 公共的な空間における基本的原理 

２ 
第２部 自立した主体として社会に参

画する私たち 

第１章 民主政治と私たち 

第２章 法の働きと私たち 

３ 
第２部 自立した主体として社会に参

画する私たち 

第３章 経済社会で生きる私たち 

第４章 私たちの職業生活 

４ 

第２部 自立した主体として社会に参

画する私たち 

第３部 持続可能な社会づくりに参

画するために 

第５章 国際社会のなかで生きる私たち 

 

１ 探究のイメージをつかもう 

2 探究のプロセス 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 倫理【公民】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 詳述 倫理（実教出版） 

 

学習目標 

人間としての在り方生き方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想した

りする活動を通して，広い視野に立ち，人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて，グローバル化する

国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。 

学習内容 単元 概要 

１ 
第１章自己形成と自己の生き方 

第２章人間としてのあり方生き方 

個性，感情，認知，発達などに着目して，豊かな自己形成に向けて，他者

と共によりよく生きる自己の生き方についての思索を深めるための手掛

かりとなる様々な人間の心の在り方について理解する。 

２ 

第３章社会・世界と人間としてのあり

方生き方 

第４章国際社会に生きる日本人とし

ての自覚 

古来の日本人の心情と考え方や日本の先哲の思想に着目して，我が国

の風土や伝統，外来思想の受容などを基に，国際社会に生きる日本人

としての在り方生き方について思索するための手掛かりとなる日本人に

見られる人間観，自然観，宗教観などの特質について，自己との関わり

を理解する。 

３ 

第５章自然や科学技術にかかわる

諸課題と倫理 

 

生命，自然，科学技術などと人間との関わりについて倫理的課題を見い

だし，その解決に向けて倫理に関する概念や理論などを手掛かりとして

多面的・多角的に考察し，公正に判断して構想し，自分の考えを説明，

論述する。 

４ 
第６章社会と文化にかかわる諸課題

と倫理 

福祉，文化と宗教，平和などについて倫理的課題を見いだし，その解決

に向けて倫理に関する概念や理論などを手掛かりとして多面的・多角的

に考察し，公正に判断して構想し，自分の考えを説明，論述する。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 数学Ⅰα【数学】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 新 高校の数学Ⅰ（数研出版） 

 

学習目標 
数と式、二次関数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数

学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

学習内容 単元 概要 

１ 数と式 
数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な無理数の四則計算をする。

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深める。 

２ 二次関数とそのグラフ 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解する。 

３ 
二次関数の値の変化 

二次不等式 

二次関数の最大値や最小値を求める。二次方程式の解と二次関数のグ

ラフとの関係について理解する。また、二次不等式の解と二次関数のグ

ラフとの関係について理解し、二次関数のグラフを用いて二次不等式の

解を求める。 

４ 総復習 
第 1回から第 3回のスクーリングの振り返りを行い、単位認定試験に備

える。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 数学Ⅱα【数学】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 新 高校の数学Ⅱ（数研出版） 

 

学習目標 
いろいろな式、図形と方程式、三角関数の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

学習内容 単元 概要 

１ いろいろな式 整式の除法や分数式の計算、整式の約数や倍数について学習する。 

２ 図形と方程式 
平面上の点の座標を用いて直線の方程式を扱い、２直線が平行・垂直

になる条件などを求めて、基本的な平面図形の性質や関係を学習する。 

３ 三角関数 

一般角や弧度法、三角関数の相互関係、三角方程式や三角不等式、三

角関数の加法定理、２倍角の公式や半角の公式、三角関数の合成につ

いて学習する。 

４ 総復習 
第 1回から第 3回のスクーリングの振り返りを行い、単位認定試験に備

える。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 数学 A【数学】 単位数 2 

スクーリング回数 4 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 新 高校の数学 A（数研出版） 

 

学習目標 
図形の性質、場合の数と確率について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、数学と人間の活動

の関係について認識を深め、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにする。 

学習内容 単元 概要 

１ 場合の数 
場合の数を求めるときの基本的な考え方についての理解を深め、それら

を事象の考察に活用できるようにする。 

２ 事象と確率 
確率の意味と確率を求めるときの基本的な法則や考え方についての理

解を深め、それらを事象の考察に活用できるようにする。 

３ 図形の性質 
平面図形や空間図形の性質についての理解を深め、それらを事象の考

察に活用できるようにする。 

４ 総復習 
第 1回から第 3回のスクーリングの振り返りを行い、単位認定試験に備

える。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 科学と人間生活【理科】 単位数 2 

スクーリング回数 １0 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 改訂版 科学と人間生活（数研出版） 

 

学習

目標 

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、映像資料などに関する技能を身に

付けるようにする。観察、映像学習などを行い、科学的に探究する力を養う。自然の事物・現象に主体的に関わり、科学

的に探究しようとする態度を養う。 

学習

内容 
単元 概要 

１ 
第 1編  生命の科学 

・微生物とその利用 

身の回りの微生物について学び、微生物と人間生活とのかかわりを学

習する。 

２ 
第 1編  生命の科学 

・ヒトの生命現象 

ヒトの知覚現象の仕組みを学習し、体内の血糖値調節の仕組みを学び、

身体全体の仕組みについて学ぶ。 

３ 
第 2編 物質の科学 

・材料とその再利用 

人間生活における物質の作用について学び、種類や特性について学習

する。資源の活用方法について学ぶ。 

４ 
第 2編 物質の科学 

・衣料と食品 
衣料に使われる繊維について学び、機能や素材について学習する。 

５ 
第 3編 光や熱の科学 

・光の性質とその利用 
光は電磁波の一種で、波長により様々な波があるということを学習する。 

６ 
第 3編 光や熱の科学 

・熱の性質とその利用 

熱は、粒子の運動により定義することができると学ぶ。また熱運動の激し

さを表す目安である温度を理解する。 

７ 
第 4編 宇宙や地球の科学 

・太陽と地球 

宇宙の始まりはビッグバンで形成され、その後太陽系ができる。太陽の

成り立ちと地球の成り立ちを学習する。 

８ 
第 4編 宇宙や地球の科学 

・自然景観と自然災害 

人間生活により、地球上で災害が多く起きてきていることを学ぶ。その対

策や改善点を学習する。 

９ 第１編～第 2編のまとめ 問題演習を通じて、理解を深める。 

１０ 第 3編～第 4編のまとめ 問題演習を通じて、理解を深める。 

学習

評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 生物基礎【理科】 単位数 2 

スクーリング回数 １0 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 改訂版 高等学校生物基礎（啓林館） 

 

学習 

目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける。 

・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄 

与する態度を養う。 

学習 

内容 
単元 概要 

１ 

オリエンテーション 

（レポートＮｏ．１） 

「多様性と共通性」・「生命活

動を支える代謝」・「生体内

のエネルギー変換」 

・授業の受け方、授業のながれ。 

・生物の進化の過程を推測できる。 

・生命活動には代謝が必要で、酵素反応によりエネルギーを得ることが理解できる。 

・生体内のエネルギーは ATP と呼ばれる化学物質により変換していることが理解で

きる。 

２ 
（レポートＮｏ．１） 

「生命活動を支える代謝」・

「生体内のエネルギー変換」 

・生命活動には代謝が必要で、酵素反応によりエネルギーを得ることが理解できる。 

・生体内のエネルギーは ATP と呼ばれる化学物質により変換していることが理解で

きる。 

３ 
（レポートＮｏ．２） 

「DNA の構造」・「DNA とゲ

ノム」・「科学史」 

・DNAの構造は、2重らせん構造であると説明できる。 

・DNAは遺伝情報であり、ゲノムは遺伝子群であることを説明できる。 

・生命化学において、さまざまな研究者により発見されていることを理解できる。 

４ 
（レポートＮｏ．３） 

「細胞分裂における DNA の

複製と分配」 

・細胞分裂のとき、分裂期と間期にわかれていることを知る。 

 

５ 
（レポートＮｏ．３） 

「DNA とタンパク質合成」・

「遺伝子の発現と生命現象」 

・DNAをもとにしてタンパク質が合成されることを理解する。 

・DNAの一部分がしかるときに、スイッチがオンオフすることにより、 

タンパク質が合成され、生命現象になることを遺伝子の発現とする。 

６ 
（レポートＮｏ．４） 

「体内環境と体液の循環」・

「恒常性と血液」 

・体内環境は体液により、一定にする働きがあることを学ぶ。 

・体液には血液、リンパ液、組織液に分けられ、恒常性をたもつ液体として知られてい

ることを学ぶ。 

７ 
（レポートＮｏ．４） 

「体内環境と調節する器官

（肝臓・腎臓）」 

・肝臓にさまざまな機能があり、体内環境を調節することを学ぶ、腎臓は毒素の強い

アンモニアを毒素のすくない尿素に変える働きがあることを学ぶ。 

８ 

（レポートＮｏ．５） 

「自律神経系による調節」・

「ホルモンによる調節」・「免

疫のシステム」 

・自律神経により、体内の調節をおこなっていることを理解する。 

・ホルモンは内分泌腺から分泌され、標的器官にのみ働くことをしる。 

・免疫には自然免疫と獲得免疫にあることを理解する。 

９ 
（レポートＮｏ．６） 

「生態系」・「地球上の植生

分布」 

・生態系とは自然界のことを指す言葉であることを知る。 

・地球には降水量や気温により、複数の植生があることを理解する。 

１０ 
（レポートＮｏ．６） 

「さまざまなバイオーム」・「日

本の絶滅危惧種」 

・年平均気温や年降水量により、バイオームは変化していることを学習する。 

・まだまだ絶滅危惧種が増えていることを知る。 

学習

評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 物理基礎【理科】 単位数 2 

スクーリング回数 10 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 改訂版 高等学校物理基礎（啓林館） 

 

学習

目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける。 

・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し， 

自然環境の保全に寄与する態度を養う。 

学習

内容 
単元 概要 

１ 
オリエンテーション 

物体の運動とエネルギー 

授業の進め方・成績の評価仕様を伝える。 

物体の性質について学習し、慣性の法則から運動の表し方を学ぶ。 

２ 力と運動 
いろいろな力の性質を学ぶとともに，力がはたらいた場合の物体の運動

の変化の様子を調べる。 

３ 熱とエネルギー 

仕事，力学的エネルギーについて学び，力学的エネルギーが保存される

ことを中心に学習する。 

熱の本質を知り，エネルギーとの関係を学ぶ。 

４ 波の性質 波とは何か，波はどのように伝わるかなどを調べ，波の性質を学ぶ。 

５ 音 音の伝わり方や性質を学ぶ。 

６ 静電気と電流 
静電気や電流など，電気に関わる法則を学習し，さらに発電機や電磁波

について学ぶ。 

７ 交流と電磁波 電磁誘導や交流，電磁波について学ぶ。 

８ まとめ① 「物体の運動」～「熱とエネルギー」の分野のまとめ 

９ まとめ② 「波の性質」～「音の性質」の分野のまとめ 

１０ まとめ③ 「静電気と電流」を含め、前範囲のまとめ 

学習

評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 体育 1【保健体育】 単位数 2 

スクーリング回数 12 レポート枚数 2 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

 

学習目標 
運動の合理的，計画的な実践を通して，知識を深めるとともに技能を高め，運動の楽しさや喜びを深く味わうこと

ができるようにし，自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て，公正，協力，責任，参画などに対する意欲

を高め，健康・安全を確保して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

学習内容 単元 概要 

１ 
オリエンテーション 

単元「スポーツの始まりと変遷」 

・体育の受け方について 

・スポーツがどのように始まりを理解する。 

・近代スポーツの誕生から国際スポーツへの拡大について学習する。 

２ 体育実技説明 用紙記入・アンケート 
・体育実技にむけての案内 

・スポーツテストの取り組み方を学習する。 

３ 映像 ・スポーツ映像を視聴し、スポーツに触れ、自分の考えを持つ。 

４ 単元「文化としてのスポーツ」 

・スポーツを文化としてたらえることを理解し、スポーツ文化への多様なかかわり

方と変容について学習する。 

５ 実技（総合体育館） スポーツテスト 

６ 実技（総合体育館） スポーツテスト 

７ 実技（総合体育館） スポーツテスト 

８ 映像 ・スポーツ映像を視聴し、スポーツに触れ、自分の考えを持つ。 

９ 単元「スポーツが経済に及ぼす効果」 
・スポーツが経済活動でどのように重要な役割を果たしているか学習する。 

・スポーツにかかわる業種について例をあげて学習する。 

１０ 映像 ・スポーツ映像を視聴し、スポーツに触れ、自分の考えを持つ。 

１１ 単元「スポーツの高潔さとドーピング」 
・スポーツの高潔さを脅かす要因について、ドーピングがなぜスポーツを破壊する

行為になるのか学習する。 

１２ テスト対策 ・テスト対策プリント 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 体育 3【保健体育】 単位数 2 

スクーリング回数 12 レポート枚数 2 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 教科書名（出版社） 

 

学習目標 自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、問題の解決に繋げる力を身に付ける。 

学習内容 単元 概要 

１ 
効果的な動きのメカニズム 

【動きの開始と持続】 

【動きのコントロール】 

・体の動きはどのようなしくみで開始され，持続していくのか学習する。 

・よい動きを支える調整力について例をあげて学習する。 

２ 
体力トレーニング 

【体力トレーニングを支える基礎理論】 

【体力トレーニングの進め方】 

・目的に応じたさまざまなトレーニングの方法を学習する。 

３ 
体力トレーニング 

【筋力トレーニング】 

【調整力・柔軟性のトレーニング】 

・筋力，持久力，調整力，柔軟性を高める具体的な方法を学習する。 

４ 体育実技① 体育実技① 

５ 体育実技② 体育実技② 

６ 体育実技③ 体育実技③ 

７ 

運動やスポーツでの安全の確保 

【運動・スポーツで起こるけがや事故】 

【運動・スポーツでのけがや事故の予防】 

・スポーツ外傷とスポーツ障害の違いを学習する。 

・スポーツ活動中に起きる重大な事故をあげ，その発生原因と予防方法

を学習する。 

８ ２単元 特設      

・運動・スポーツと脳を学習する。 

・動きと力を学習する。 

・スポーツによるさまざまなリスクを学習する。 

・スポーツ外傷・障害とその原因を学習する。 

９ 
生涯スポーツの見方・考え方 

【社会の変化とスポーツの役割】 

・社会の変化にともなってスポーツの役割がどのように変化したのかを

学習する。 

１０ 

生涯スポーツの見方・考え方 

【ライフステージに対応したスポーツ

の楽しみ方】  

・ライフステージに対応したスポーツの楽しみ方を学習する。 

１１ 

ライフスタイルに応じたスポーツ 

【いろいろなスポーツライフスタイル】 

【豊かなスポーツライフの設計】 

・「する」スポーツライフスタイルについて例をあげ学習する。 

・現在の自分のスポーツライフの諸条件を整理し，今後の豊かな設計の

ための諸条件や工夫のしかたの例を学習する。 

１２ テスト対策 テスト対策 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 
 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 保健α【保健体育】 単位数 1 

スクーリング回数 3 レポート枚数 3 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

 

学習目標 
個人および社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，健康についての自他や社会の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養うな

ど，生涯を通じて自らの健康を適切に管理し，改善していく資質や能力を身につける。 

学習内容 単元 概要 

１ 

・健康の考え方と成り立ち 

・生活習慣病の予防と回復 

・運動と健康 

・食事と健康 

・休養・睡眠と健康 

わが国の現在の健康水準や健康問題の変化，および今日の健康課題

について学ぶ。健康の成立要因をふまえて，自分なりの健康の捉え方に

ついて考える。 

運動，食事，休養・睡眠といった生活習慣が，生活習慣病の予防をはじ

め，健康の保持増進に大きく関連していことを学ぶとともに，人々が適切

なライフスタイルを身につけるための対策を考える。 

２ 

・喫煙と健康 

・飲酒と健康 

・薬物乱用と健康 

・精神疾患の特徴 

・精神疾患の予防 

・現代の感染症 

喫煙・飲酒・薬物乱用といった生活習慣が心身に与える影響を考え、精

神疾患の特徴を正しく理解するとともに、現代の感染症の広がり方を学

ぶ。 

３ 

・健康に関する意思決定・行動選択 

・事故の現状発生要因 

・交通における安全 

・応急手当とその基本 

・心肺蘇生法 

健康の保持増進のための意思決定・行動選択の重要性と影響する要

因について学び，事故の現状や、発生要因、交通におけるルールを正しく

理解し、応急手当や心肺蘇生法の基本を学ぶ。  

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 英語コミュニケーションⅠα【外国語】 単位数 2 

スクーリング回数 10 レポート枚数 6 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 VISTA English Communication I New Edition（三省堂） 

 

学習目標 ことばと人間との関係やことばと社会との関係など広くことばへの関心を高め、豊かな言語観を身につける。 

学習内容 単元 概要 

１ 
Hello, Kai! Hi, Emma! 

(be動詞の現在形) 

・be 動詞の現在形を使って、名前や出身地、興味のあるものについて理

解することができる。 

２ 
I Love Manga! 

(一般動詞の現在形) 

・一般動詞の現在形を使って、好きなものについて、理解することができ

る。 

３・4 
The Aurora 

(be動詞・一般動詞の過去形) 

・オーロラについて、理解して考えを深めることができる。 

過去形を使って、中学校時代の思い出や先週の日曜日にしたことにつ

いて自分の考えや情報を伝えることができる。 

5・6 
Soy Meat 

(現在進行形・過去進行形) 

・大豆ミートについて、理解して考えを深めることができる。 

・進行形を使って、昼休みの学校の様子や、今朝していたことについて自

分の考えや情報を伝えることができる。 

7・8 
Capsule Toys 

(助動詞) 

・カプセルトイについて理解して考えを深めることができる。 

・助動詞を使って、自分や家族・友だちができることや週末の予定につい

て自分の考えや情報を伝えることができる。 

9・10 
Pictograms 

(動名詞) 

・ピクトグラムについて理解して考えを深めることができる。 

・動名詞を使って、週末にするのが好きなことや、自分が大事だと思うこ

とについて自分の考えや情報を伝えることができる。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 家庭基礎【家庭】 単位数 2 

スクーリング回数 6 レポート枚数 4 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 家庭基礎 つながる暮らし 共に創る未来【新訂版】 

 

学習目標 
生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よりよい社

会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 

学習内容 単元 概要 

１ 
青年期と家族 

自分の将来を見通そう 

・ 自分たちはライフステージにおける青年期にいることに気づく。 

・ 各ライフステージの特徴と課題を理解する。 

・ これから起こる人生のライフイベントを想定し，目標をたて，そのための

意思決定について考える。 

２ 
保育 

子どもの成長を見つめる 

・ 子どもの心身の特徴や発達，遊びの意義を知り，子どもにとって良い

環境について考えて自分なりの意見をもつ。 

・ 社会全体で子育てを支援し，子育ての環境整備を行うことの重要性

を理解する。 

・ 子どもの権利や福祉について理解する。 

３ 
高齢期 

高齢化する日本を生きる 

・ 人生の一時期として高齢期を捉え，自分の将来像としての高齢期に

ついて考える。 

・ 高齢期の心身の特徴を知り，高齢期に多い疾病について理解する。 

・ 高齢者の生活や，社会的な支援のあり方について考える。 

４ 
食生活 

「食べる」ということ 

・ 食事と健康とのかかわりや，人の一生における食事の役割について

理解する。 

・ 日常用いられる食品に含まれる栄養素の種類や機能，おもな食品の

特徴について理解する。 

５ 
衣生活 

衣服のはたらき 

・ 人間の生活と衣服のかかわり，衣服のおもな機能について理解し，生

活に生かすことができる。 

・ 自分自身の衣生活の分析を通して，衣服や日常の衣生活に関心をも

つことができるようになる。 

６ 
住生活 

住まいの課題と未来の暮らし 

・ 人と住まいとのかかわりや，住まいの機能について理解する。 

・ 地震などの災害に備えたり，家庭内事故の要因を理解したりするな

ど，安全な住居についての基礎知識を身につける。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 コンピュータⅡ【学校設定】 単位数 2 

スクーリング回数 6 レポート枚数 4 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 改訂第 5 版 基礎からわかる 情報リテラシー（技術評論社） 

 

学習目標 
コンピュータの基礎知識と情報リテラシーの基本を理解し、日常生活や学習・仕事に活かせる技能を身につけ

る。 

学習内容 単元 概要 

１ コンピュータと情報リテラシーの基礎 
コンピュータの仕組み、情報リテラシーとは、ハードウェア・ソフトウェアの

基本 

２ OS とアプリケーション オペレーティングシステムの役割、アプリケーションソフトの種類と利用法 

３ データの取り扱い ファイル・フォルダ管理、データ形式、基本的な文書作成と編集 

４ ネットワークとインターネット ネットワークの基礎、インターネットの仕組み、メール・ブラウザの利用 

５ 情報検索と活用 効果的な検索方法、情報の信頼性の判断、著作権・引用の基本 

６ セキュリティとマナー 情報セキュリティの基本、ウイルス・フィッシング対策、ネットマナー 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 コンピュータⅢ【学校設定】 単位数 2 

スクーリング回数 6 レポート枚数 4 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 『［改訂第 5 版］基礎からわかる情報リテラシー』技術評論社 

 

学習目標 実務的な情報活用能力、データ管理・分析能力、プレゼンテーション能力を向上させる。 

学習内容 単元 概要 

１ 表計算ソフトの基礎 表計算ソフトの基本操作、セル・関数・グラフの作成 

２ 表計算応用 関数・データ分析・条件付き書式・ピボットテーブル 

３ プレゼンテーション資料作成 スライド作成の基本、レイアウト・図表・効果的な表現方法 

４ データ活用とレポート作成 データの集計・分析・可視化、レポート作成の手順 

５ プログラミングの基礎 簡単なプログラム・アルゴリズムの理解、演習 

６ 情報活用総合演習 これまでの学習内容を統合した課題演習、発表・共有 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 

 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾘﾃﾗｼｰⅠ【学校設定】 単位数 2 

スクーリング回数 6 レポート枚数 4 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 改訂 第 5 版 基礎からわかる情報リテラシー（技術評論） 

 

学習目標 情報機器を扱う上での基礎的な内容を学び、情報機器の仕組みや原理を理解することを目標とする。 

学習内容 単元 概要 

１ 第 1章：まず初めに コンピュータの基本知識について学ぶ。 

２ 第 2章：文字入力 文字入力について学ぶ。 

３ 第 3章：ネットの利用 Webやメールの仕方について学ぶ。 

４ 第 4章：お絵かきとファイル操作 ペイント機能の使い方やファイルの操作方法について学ぶ。 

５ 第1章：まず初めに，第2章：文字入力 第 1章及び第 2章の復習 

６ 
第 3章：ネットの利用 

第 4章：お絵かきとファイル操作 
第 3章及び第 4章の復習 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 産業社会と人間Ⅰ【学校設定】 単位数 2 

スクーリング回数 6 レポート枚数 4 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 実践 産業社会と人間（実教出版） 

 

学習目標 

・社会人としての正しい職業観を身につけ、働くという事の意味を理解できるようになる。 

・自分の特性を知り、自分に向いている職業、なりたい職業を決める事ができる。 

・なりたい職業にたどりつくための進路先を決める事ができる。 

・進路先にたどりつくために受けるべき授業を選択する事ができる。 

・職業生活を中心とした自分のライフプランを描くことができる。 

・自分の意見や調べた内容などを適切な手段で発表することができる。 

学習内容 単元 概要 

１ 

・オリエンテーション 

総合学科で学ぶということ 

高校生活の過ごし方 

高校での学習 

「産業社会と人間」では，「自分を知る」「社会を知る」「仕事を知る」こ

とを通して，自分にとっての幸せとは何か，どのように生きていきたいか，

働くことを通してどのように社会に貢献していきたいか，生涯学び続けた

いことは何かなどを探していくことを知る。 

２ 

・特集 1 コミュニケーションの基本 

・実践スキル 1 自分のトリセツをつく

ってみよう 

 ・実践スキル 2 講話の聞き方 

・わたしが生活する社会の課題 

・自分の資質・適性を理解し、 進路を真剣に考えることが出来る。 

・自己の希望進路や関心に基づいて社会の特徴をとらえ、課題を発見す

ることが出来る。 

３ 

・環境問題を考える 

・ひろがる世界と多様性 

・社会の変化や諸課題を受け止め、その中で自己実現のあり方を積極

的に考えことが出来る。 

４ 

・情報化とこれからの社会 

・社会の課題と進路 

・産業社会の変化を理解し、その中で自分の進路希望を考えることが出

来る。 

５ 

・特集 2 仕事と必要な資格について

調べよう 

・ 特集 3 資格や検定に挑戦しよう 

・特集 4 高校卒業後に進学できる

学校について調べよう 

・特集 5 校外学習に参加しよう 1 

・自分はどのようなことを重視しながら職業を選ぶのか考えることが出

来る。 

・自分が希望する職業に対する理解と認識。 

・職業・学問分野に対して強い興味・関心を持ち、適切な進路選択をす

ることができる。 

６ レポート範囲 すべて テスト対策 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 硬筆演習Ⅰ【学校設定】 単位数 2 

スクーリング回数 6 レポート枚数 4 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 硬筆レッスン帳（教育図書） 

 

学習目標 
文字の点画や字形、配列の基本を理解し、整った読みやすい文字を書く技能を身につけるとともに、丁寧に書こう

とする態度を育成する。 

学習内容 単元 概要 

１ P.2～7（レッスン 1～3） 
基本的な文字の書き方や姿勢、筆記用具の使い方を確認し、基本点画

の練習を行う。 

２ P.8～15（レッスン 4～7） 点画や文字の形に注意しながら、基本的な漢字の書き方を練習する。 

３ P.16～27（レッスン 8～13） 文字の大きさや配置を意識しながら、整った文字を書く練習を行う。 

４ P.28～35（レッスン 14～18） 文章を書く練習を通して、読みやすい文字の書き方を学ぶ。 

５ 振り返り① 内容の確認とテスト対策を行い、これまでの学習内容を復習する。 

６ 振り返り② 内容の確認とテスト対策を行い、これまでの学習内容を復習する。 

学習評価 

以下の項目を総合的に評価し、５段階の評定と３段階の観点別評価で表す。 

【 項目 】                  【 評価方法 】 

・知識・技能 …………………… 単位認定試験 

・思考・判断・表現 ……………  単位認定試験 

・主体的に取り組む態度 ……… レポート提出状況、スクーリング出席状況 

レポートでは、課題に対し、適切な内容が記載されていること。６０点以上を合格とする。 

単位修得試験では、学習内容に合わせて問題を出題する。要求されている的確な答えを解答できていること。 

 

 

 



令和 8 年度 通信教育実施計画 

対象教科・科目 総合的な探究の時間 A【総合】 単位数 3 

スクーリング回数 5 レポート枚数 3 

単位認定試験受験資格 レポートを全て合格し、スクーリング授業を全て出席する 

使用教科書 ― 

 

学習目標 
自己の在り方生き方と関わらせながら課題を発見し、情報の収集・整理・分析を通して課題の解決に取り組むと

ともに、探究的な学習を通して主体的に学び続ける態度を育成する。 

学習内容 単元 概要 

１ 生成 AI とは① 
生成 AI の仕組みや特徴について学び、AI が社会でどのように活用

されているかを理解する。 

２ 生成 AI とは② 
生成 AI を利用する際の注意点やネットリテラシーについて学び、

適切な情報の扱い方を理解する。 

３ ファストファッションと環境 
ファストファッションが環境に与える影響について学び、サステナ

ブルファッションの考え方を理解する 

４ 食品ロス① 
日本の食料自給率や食品ロスの現状について学び、社会的な課題と

して理解する。 

５ 食品ロス② 
食品ロスを減らすための方法について考え、日常生活でできる取り

組みを考察する。 

学習評価 

授業への出席状況およびレポートの提出内容により総合的に評価する。授業に出席し、課題レポートがすべて合

格した場合に履修を認定する。 

 

【観点別評価の基準】 

知識・技能・・・課題の発見と解決に必要な知識や技能を身につけている。 

思考・判断・表現・・・課題について情報を収集し、整理・分析しながら自分の考えをまとめ、適切に表現している。 

主体的に学習に取り組む態度・・・課題に対して主体的に取り組み、探究的に学習しようとしている。 
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